
ホテル誘致営業活動強化事業 営業資料制作業務仕様書 

 

１ 委託業務名 

ホテル誘致営業活動強化事業 営業資料制作業務 

 

２ 目的    

・本業務は「ネクストふくい観光ビジョン」の目標達成に向けて、福井県内への新た

な宿泊施設の誘致活動に活用するホテル事業者向けの営業資料を制作するもので

あり、当営業資料に活用することで福井県内への宿泊施設の進出を促進することを

目的とする。 

・営業資料の内容・構成は、国内外のアッパーアップスケール（「高級価格帯」のホテ

ルであり、世界的な高級ホテルブランドに認知されている著名なホテルのグレード

を指す。）以上のグレードのホテル誘致に向けた福井県の PR資料とする。 

 

３ 委託業務内容 

  下記のとおり、当該冊子の制作に必要なすべての作業を行うものとする。 

  ・掲載する記事のための取材、撮影 

  ・原稿作成 

  ・英語翻訳 

   ・編集レイアウト 

   ・データ納品 

 

４ 冊子概要 

１）コンセプト 

国内外のアッパーアップスケール以上のグレードのホテル開発事業に関係するデ

ザイナーや海外投資家に向けて、福井県内のロケーションの素晴らしさや観光資源

の豊富さなど福井県の高いポテンシャルが伝えることができ、ホテル進出に寄与す

る内容とすること。印象的な写真を多く使用し、インスピレーションに訴えかけ、

ホテル進出意欲を向上させる資料とすること。 

 

２）内容 

① 表紙・裏表紙 

・表紙はコンセプトを反映したものとし、印象に残る写真を効果的に使用すること。 

・タイトルは営業先の興味を引き立てる内容にすること。 

・裏表紙には連絡窓口を記載すること。 

② 項目 

項目は下記のとおりとするが、受託者決定後に変更する可能性がある。また、掲載

内容の詳細は県観光政策課の指示のもと決定する。 



・福井県へのアクセス（東京方面・大阪方面からのアクセス、鉄道・空路（小松空 

港含む）・道路・フェリー利用の場合のアクセス） 

・福井県の観光の状況（観光客入込数・観光消費額など統計を活用すること） 

・北陸新幹線開業後の人流状況、観光入込数、消費動向 

・県・市町の支援制度の紹介 ※県から情報提供します 

・開発のプロジェクトマップ（嶺北・嶺南）※県から情報提供します 

・嶺北地域と嶺南地域の特性（観光地・文化・食）を紹介 

・その他、１以上の独自項目の提案を行うこと※他県と比較して優位なものなど 

③ 留意事項 

・冊子の構成や項目は②にとらわれず、コンセプトに沿うよりよい提案をすること。 

・冊子のデザインは自由提案とするが、営業資料として福井県のポテンシャルの高さが

伝わるよう工夫すること。  

  ・掲載する写真やイラストについては、県観光政策課が所有するものの他、受託者が 

   所有するものを使用するか、撮影または購入すること。また、必要に応じて画像 

等の使用に関する著作権や肖像権などの諸権利については、受託者において承諾を得 

るものとする。使用する写真の被写体が人物の場合は、肖像権の侵害が生じないよう 

に留意すること。 

  ・原稿は受託者が作成し、県観光政策課の校正を受けるものとする。受託者は必要に応 

じて取材等を行い、正確な情報を記載すること。校正はゲラへの朱書き、データの受 

け渡し等により行う。校正回数は初校、再校、再再校、最終校正の４回を基本とする。 

ただし、校正作業は受託者が校了と判断するまで行うものとし、欠字・誤字のある場 

合はこの限りではない。また、校正の途中で見出し及び記事の変更・組み替え、写真・ 

イラスト・見出しの差し替え、レイアウトの変更をすることがある。色校正について 

も、委託者が了承するまで行うものとし、出来上がりに近いものを掲示すること。 

 

３）活用方法 

・営業活動を行うホテル事業者等に配布 

 

 ５ 成果物 

１）規格等 

① 規格  PowerPoint形式 Ａ４版 全２４ページ（表紙・表裏紙込み） 

② その他 日本語版、英語版 

 

２）納品 

① 納品期限 令和８年３月３１日（火） 

※初校提出期限 令和７年１２月１０日（水） 

② 納入場所 福井県庁交流文化部観光政策課 

     ・ＰｏｗｅｒＰｏｉｎｔ、ＡＩデータ 



３）報告 

納品後、県観光政策課あてに業務完了報告書を提出すること。 

 

 ６ 著作権 

   成果物（撮影した写真、作成したイラストに関するすべてを含む）に係る著作権法上 

の一切の権利は、県観光政策課が所有するものとし、受託者は将来にわたり行使しな 

いものとする。 

 

 ７ その他 

  ・業務の執行状況について随時報告を行うこと。 

  ・ページ数について、変更が生じる場合は、事前に県観光政策課に相談すること。 

  ・業務を遂行する上で必要な許可・資料等は受託者において手配するものとし、当該手 

続に発生する費用は契約金額に含むものとする。 

  ・委託業務期間はもとより委託業務終了後も、当該事務で知り得た機密、個人情報の取 

扱いについて厳守すること。 

  ・成果物において、重大な誤りがあった場合は、修正、再制作等の必要な処置を講ずる 

こと。 

  ・業務終了後、本業務の実施内容、本業務に要した経費の内訳、その他事業実施の説明 

   に必要と考えられる資料とともに実施報告書を提出すること。 


